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広
報 

第
八
十
一
号 

 

さ
く
ら
前
線 

そ
の
時
期
、
そ
の
必
要
量
の
み
で
、
短
期
間
で
し
か
服
用
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
の
さ
じ
加
減
は
主
治
医
や
薬
剤
師
に
ご
相
談

下
さ
い
。
一
番
大
切
な
こ
と
は
「
効
果
と
副
作
用
の
限
界
点
」

の
用
量
で
薬
を
服
用
す
る
こ
と
で
す
。
薬
の
量
が
少
な
す
ぎ

れ
ば
副
作
用
は
出
ま
せ
ん
が
効
果
も
弱
く
症
状
が
抑
え
切
れ

な
い
。
強
す
ぎ
れ
ば
効
果
は
落
ち
着
く
が
眠
気
や
倦
怠
感
、

食
思
不
振
な
ど
の
症
状
に
悩
ま
さ
れ
、
作
業
が
思
う
よ
う
に

進
ま
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
当
院
で
も
診
察
で
き
ま
す
の
で
、

症
状
の
あ
る
方
は
受
診
し
て
み
て
下
さ
い
。 

 

吾妻さくら病院 
 

 

も
う
、
夏
の
照
り
つ
け
る
日
差
し
も
影
を
潜
め
、
秋
風
が

吹
い
て
く
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目
は
体

調
不
良
に
陥
り
や
す
く
、
風
邪
な
ど
に
十
分
注
意
し
て
お
過

ご
し
下
さ
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
花
粉
症
」
で
す
。
こ
の

時
期
に
は
珍
し
い
話
題
と
思
わ
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
私
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
春
の
「
ス
ギ
」
だ

け
で
は
な
い
の
が
実
情
で
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
こ
の
季
節

に
ち
な
ん
だ
花
粉
症
に
関
す
る
こ
と
を
ご
説
明
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。 

 

一
般
的
に
３
月
前
後
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
カ
バ
ノ
キ
科
、

６
・
９
月
に
イ
ネ
科
、
10
月
前
に
ヨ
モ
ギ
・
ブ
タ
ク
サ
と

い
っ
た
キ
ク
科
植
物
や
カ
ナ
ム
グ
ラ
と
い
っ
た
植
物
に
よ

っ
て
花
粉
症
を
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

花
粉
と
は
別
で
す
が
、
年
中
痒
い
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

の
あ
る
方
は
、
ダ
ニ
ア
レ
ル
ギ
ー
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
な
ど
の

自
宅
環
境
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
環
境
の
清
潔
さ
を
求
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
ア
レ
ル
ギ
ー
な
の
で
、
症
状
と
し
て
は
目
や
体
幹
の
痒

み
、
ひ
ど
く
な
る
と
発
疹
な
ど
の
症
状
が
引
き
起
こ
さ
れ
て

き
ま
す
。 

 

今
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
抑
え
る
薬
と
し
て
は
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ

ン
薬
、
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
遊
離
抑
制
薬
、
抗
ロ
イ
コ
ト
リ
エ

ン
薬
、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
、
血
管
収
縮
薬
が
一
般
的
に
あ
り
、

ひ
ど
い
時
は
こ
れ
ら
を
併
用
し
て
使
用
し
ま
す
。
切
れ
味
の

鋭
い
ス
テ
ロ
イ
ド
を
欲
し
が
る
方
も
い
る
の
で
す
が
、
原
則 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

『ご
あ
い
さ
つ
』  

臨
床
工
学
技
士 

井
上 

皆
様
、
初
め
ま
し
て
。
臨
床
工
学
技
士
（
ME
）
の

井
上
と
申
し
ま
す
。
主
な
ME
業
務
に
は
人
工
心
肺
装

置
や
人
工
呼
吸
器
、
血
液
浄
化
装
置
な
ど
と
い
っ
た
生

命
維
持
管
理
装
置
の
操
作
・
保
守
・
点
検
の
ほ
か
院
内

で
使
用
さ
れ
て
い
る
様
々
な
機
器
の
保
守
・
点
検
を
行

い
、
安
全
性
の
確
保
を
行
い
ま
す
。
機
器
相
手
の
イ
メ

ー
ジ
で
す
が
、
患
者
様
や
周
り
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
も
大
切
だ
と

日
々
実
感
し
て
お
り
ま
す
。 

私
が
携
わ
っ
て
い
る
透
析
業
務
で
は
、
患
者
様
と
密

に
接
し
ま
す
の
で
、
対
話
を
通
じ
て
患
者
様
の
不
安
な

気
持
ち
が
少
し
で
も
取
り
除
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

先
輩
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
指
導
で
は
、
疑
問
に
思
っ

た
こ
と
に
は
、
何
故
こ
う
な
る
の
か
、
こ
う
し
た
ら
ど

う
な
る
か
、
と
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
下
さ
る
の

で
、
理
解
が
深
ま
る
だ
け
で
な
く
透
析
へ
の
興
味
も
湧

い
て
き
ま
す
。
初
め
て
の
環
境
で
ス
ム
ー
ズ
な
業
務
遂

行
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
周
り
は
ベ
テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
ば
か
り
な
の
で
動
き
も
観
察
し
、
得
た
こ
と
は
今

後
の
業
務
に
活
か
し
透
析
の
一
連
の
流
れ
を
こ
な
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
皆
様
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

       

 

薬
局
だ
よ
り 

『
え
、
今
の
時
期
も
花
粉
症
？
』 

薬
局
長 

 

門
脇 

寛
篤 

 

新
入
職
員
紹
介 

花粉名 地域 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

スギ 

東北               

関東              

関西               

ヒノキ亜科 

東北               

関東               

関西                

イネ科 

東北             

関東                

関西               

ブタクサ属 

（キク科） 

東北               

関東              

関西             

              

              

開花時期（花粉捕集期間）及び花粉の量の目安 [赤(濃)色に近いほど多くなる]   



                            

                            

                            

                           

 

 
 
 
 

 
 
 

 

季
節
の
変
わ
り
目
に
な
り
、
秋
風
が
肌
寒
く
感
じ

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
秋
と
い
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
、
芸
術
の
秋
、
そ
し
て
食
欲
の
秋
で
す
ね
。 

秋
が
旬
の
食
材
は
、
秋
刀
魚
・
鮭
・
ま
つ
た
け
な
ど

の
き
の
こ
類
・
梨
・
柿
・
栗
・
り
ん
ご
・
銀
杏
・
さ

つ
ま
芋
・
里
芋
・
新
米
な
ど
、
収
穫
の
秋
と
言
わ
れ

る
だ
け
あ
り
、
店
先
に
も
お
い
し
い
食
べ
物
が
た
く

さ
ん
出
回
り
ま
す
。 

夏
の
疲
れ
を
取
り
、
冬
に
備
え
る
元
気
な
身
体
を
つ

く
る
為
に
も
栄
養
豊
富
な
旬
の
食
材
を
摂
り
ま
し

ょ
う
。
今
回
は
、
旬
の
さ
つ
ま
芋
と
リ
ン
ゴ
を
使
っ

た
、
当
院
の
献
立
「
さ
つ
ま
芋
と
リ
ン
ゴ
の
重
ね
煮
」

を
紹
介
し
ま
す
。 

① 

さ
つ
ま
芋
は
皮
を
む
い
て
輪
切
り
、
リ
ン
ゴ
は

皮
を
む
き
、
い
ち
ょ
う
切
り
に
し
ま
す
。 

② 

鍋
に
①
と
、
レ
ー
ズ
ン
、
砂
糖
、
塩
を
加
え
水

を
ひ
た
ひ
た
に
入
れ
火
に
か
け
、
さ
つ
ま
芋
が

柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
て
、
器
に
盛
り
ま
す
。 

平成 29年 10月 1日発行 第 81号 

診 療 科  月 火 水 木 金 土 

内  科 

循環器科 

午前 

中澤※1 中 澤 

 

中 澤 中 澤 
於川※2

中 澤 

於川※3 

午後 休 診 

外  科 

胃 腸 科 
(整形・リハ

ビリ科) 

午前  

原 口 

(群大) 

 

 

渡 邊 

(群大) 

 

休 診 

 

鈴 木 

(群大) 

 

笹 口 (群大) 

午後 休 診 休 診 

認知症外来 午後 休診※4 休 診 休 診 休 診 休 診 休 診 

外来受付時間： 午前 8 時 45 分 から 12 時 00 分まで  

/ 午後 13 時 00 分 から 17 時 00 分まで 

 休診日 ：土曜日午後、および日曜・祝日（当番医は救急対応） 

※ 第 1月曜日（2日）は内科休診となります。 
※ 於川医師の診療は第 1・3金曜日および第 1・2・3・4土曜日となります。 
※ 診療日変更となる場合もございますので、院内掲示版や受付窓口にて 

最新情報をご確認ください。 

診療案内（１０月） 
 

吾妻さくら病院 

※1 第 3 月曜日(16 日)AM9：45～17：00 は非常勤内

科医師の診療となります。 

※2 第 1・3金曜日の診療となります。 

※3 第 1・2・3・4土曜日の診療となります。 

※4 第 3 月曜日(16 日)午後の診療になります。心療

内科は新規の受け入れを休止しております。 

◆ かかりつけ患者様の急病時はいつでも対応します。 

◆ 外科休診日でも軽度のケガ等はご相談ください。 

◆ 10月休日当番医は 15 日(外科)・29 日(外科)となりま

す。 

 

発行 ：吾妻さくら病院 広報委員会 

      吾妻郡中之条町伊勢町 782-1 

      TEL：0279-75-3011 

        FAX：0279-75-3299 

        URL：http://www.a-sakurahosp.com/ 

『秋
の
食
材
』 

管
理
栄
養
士 

針
塚
美
恵 

栄
養
課
だ
よ
り 

           
 

当
院
で
は
、
医
療
の
問
題
・
介
護
の
問
題
が
あ
り
在
宅

で
の
生
活
が
困
難
な
方
や
転
院
、
人
工
透
析
療
法
、
訪

問
診
療
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
ご
相
談
は
医
療

相
談
窓
口
に
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 


 

入
院
患
者
様
の
照
会
に
つ
い
て 

患
者
様
の
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
電
話
に
よ
る
入
院

の
有
無
や
病
棟
・
病
室
番
号
の
照
会
は
原
則
と
し
て
お

答
え
で
き
ま
せ
ん
。
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

さつま芋はビタミンＣ、カリウム、

食物繊維が多く含まれている食材

です。 

ビタミンＣは細胞結合を強化する

コラーゲンの生成を助ける機能、

免疫を強化しかぜ予防をする働き

があります。カリウムは体外に余

分なナトリウムを排泄するので、

高血圧予防にも効果があります。 

さつま芋を切った時にでてくる白

い液体（ヤラピン）には腸の蠕動
ぜんどう

運

動を促し、便を軟らかくする作用

もあるので、豊富な食物繊維と相

乗効果で便秘の改善が期待できま

す。 

※透析患者様はカリウムが多く含

まれているので、一度茹でこぼし、

摂取量に注意しましょう。 

 

 材料（２人分） 

さつま芋   １／２本（１００ｇ） 

りんご      ２０ｇ（１／８個） 

レーズン     ６ｇ 

砂糖       大さじ１弱 

塩        少々 

 

１人分栄養価 

エネルギー９７kcal 蛋白質０．７ｇ 脂質０．１ｇ 

塩分０．３ｇ 

 

 

病
院
だ
よ
り 

  

 

訪問診療・訪問看護 

ご相談承ります 

吾妻さくら病院では通院が難し

い方や、自宅での療養を希望す

る方に対して、医師・看護師が

ご自宅に定期的に訪問して診療

や健康状態の観察、療養上の相

談、指導を行う「訪問診療・訪

問看護」を実施しています。 

在宅療養でお困りの際はぜひ 

一度ご相談ください。 

ご自宅へお伺いしての面談もい

たします。 

 

担当：唐澤 

 


